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現代新疆を知るために
       　　
│
「新疆特集」 に際し
│
　
亜細亜大学と新疆財経学院（現新彊財経大
学）は一九八六年に「亜細亜大学と新彊財経学院における交流協定」を締結し、以降、相互に五十五名の交換留学生、客員研究員等の受入・派遣を行っている。両校で培ってきた良好な関係のもとで、現代新疆の実相を明らかにすることは意味があ と考え、亜細亜大学アジア研究所と新疆財経大学経済 院の共同調査よる「新疆維吾尓自治区 地域経済・文化の発展研究」を行うこと した。新疆の空間　
一八〇〇年代中盤から約一世紀にわたり大
英帝国と露西亜帝国の「グレイト・ゲーム」が演じられた東トルキスタンの地は、中華人民共和国建 時に進駐していた人民解放軍
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民族革命軍等による軍政下にあった。　
一九五四年一〇月に銃を鍬に持ち替えた
「中国人民解放軍新疆軍区生産建設兵団」が設立され、その一年後に現代新疆の行政区となる新疆維吾尓自治区（以下、新疆）が成立した。新疆は日本人にとって わかに認識しがたい広大な空間である。約一六六万平方キロの区域面積は中国国土面積 約六分の一を占め、日本の国土面積約三十八万平方キロの四倍強である。天山
∧テンシャン∨
山脈の北
には、准噶尓
∧ジュンガル∨
盆地があり、阿尓
泰
∧アルタイ∨
山脈を越えモンゴル高原に続
く。南 崑崙
∧コンロン∨
山脈と天山山脈
に間に塔克拉瑪干
∧タクラマカン∨
砂漠が広が
る塔里木
∧タリム∨
盆地がある。新疆内には
主要な三本の「シルクロード」が通じている。
天山北麓を辿り伊犁
∧イリ∨
峡谷に入りカス
ピ海に向かう「北路」 、天山南麓をカシュガル地方に向かいパミール高原を越え中央アジアに向かう「中路」 、タクラマカン砂漠の南縁を辿りパミール高原からインドに向かう「南路」である。ユーラシア大陸の中心部に位置する新疆は、こ したルートを隊商、軍隊、探検家などが行き来する活発な活動が展開する空間であった。　
一八〇〇年代から一九〇〇年代はじめに
新疆を踏査した記録は少なくない。帝政露西亜のプルジェワルスキー『黄河源流からロプ湖へ』 、大英帝国のヤングハズバンド『カラコラムを越えて』 、 エ デンのスヴェン・ヘディン『さまよえる湖』などの著作がある。
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2日本人では西徳二郎『中亜細亜紀事』 、日野強『伊犁紀行』 、副島次郎『アジアを跨ぐ』がある。また、オーエン・ラティモ 『西域への砂漠の道』 エリノア ラティモア『新疆紀行』も当時の新疆地域を生き生きと著している。　
彼らが当時、東から新疆に向かう場合の
起点は、現在の内蒙古自治区の呼和浩特
∧フ
フホト∨
もしくは包頭
∧パオトウ∨
であった。
西域の交易拠点で駱駝のキャラバンを編成し、哈密
∧ハミ∨
あるいは烏魯木斉
∧ウルムチ
∨
まで三ヵ月ほどかけて歩いて行った。現代
新疆においては、北京
│
烏魯木斉間に約四
、
〇〇〇キロメートル 高速道路が開通している。鉄道は毎日約三十四時間と五十四時間で結ぶ二便があり、航空 毎日二十便が運航し約四時間の飛行距離である。
「辺境」の地
 新疆
　
清朝は乾隆帝の時代に西域を治め、この地
を「西域新疆」ある は「 」とした 「疆」は境界、国境、極限、果てを意味し、 「新疆」は「都から遠く離れた新たな土地」とされる。他国と陸域国境を接する地域を「辺境 するならば、新疆は中国で最長の辺境地域を擁する。　
中国の内陸国境線は、遼寧省丹東市鴨緑江
河口から広西壮族自治区東興市北倫河河口までの約二・二万キロメートルであり十四ヵ国と接する。このうち、新疆はモンゴル国ロシア連邦、カザフスタン共和国、キルギス共和国、タジキスタン共和国 アフガニスタ
ン共和国、パキスタン・イスラム共和国、インド共和国の八ヵ国と接する最も長い約五、六〇〇キロメートルの国境線がある。　「辺境の現場」は県級行政区域に存在する。全国には二、 八五八単位の県級行政区域があり、そのうち「辺境」県、旗、県級市、市轄区は一三五単位、新疆は最も多い三十単位および新疆生産建設兵団の 十八ヵ所
「辺境」農牧場がある。新疆の「辺境」区域の人口は雲南省の約六二七万人に次いで約四五五万人、 「辺境」区域面積は内蒙古自治区の約六十 平方キロに次いで約五十二万平方キロである。　
中国の陸域国境は、二〇〇五年に中ロ国
境、〇九年に中越国境が確定し「辺境」地域は対立地域から交流地域に向かっている。残されているのはマクマホンラインを巡る新疆および西蔵とインドとの国境問題である。　
新疆の「辺境」地域には第三国人が通過可
能な国家Ⅰ類口岸（通関地）が十四ヵ所ある。主要な通関地は、カザフスタ との鉄道口岸と博尓塔拉
∧ボルタラ∨
、辺境経済合作区
のある阿拉山口
∧アラシャンコウ∨
と「霍尓果
斯
∧ホルゴス∨
特殊経済開発区」を建設中の
霍尓果斯である。また、カシュガル地域キルギスと 対外経済交流を進めるために新疆西端の喀什
∧カシュ∨
市には「喀什生産・
物流基地」構想がある。新疆生産建設兵団 存在　
現代新疆を知るためには新疆生産建設兵
団の存在を理解することが不可欠だ。生産建
設兵団は「一定の行政・社会管理機能を備え自立した経済社会組織」とされる。一般行政区域と区分された土地空間（都市、農場、牧場等）の経営・管理権限を有している。　
生産建設兵団の発祥母体は人民解放軍第
一野戦軍第一兵団第二、第六軍を中心とす約十九万人の軍事組織である。新中国建国後、約 〇万人の兵士が集団的に「銃 鋤に持ち替え」 、農業開拓・工業生産・都市建設を担う「中国人民解放 新疆軍区 産建設兵団」を設立した。元兵士は十の農 師 と一つの建築工程師団に編成され、六〇年代には兵団の総人口約三十一万人、職員約十八万人となり、国営農牧場は一五八ヵ所、耕地は約八〇万ヘクタールに達した。また 石河子
∧
シハズ：農業第八師 ∨
、奎屯
∧クイトン：農七師
∨
、阿克蘇
∧アスク：農一師∨
、庫尓勒
∧コルラ
∨
、五家渠
∧ウーチャージュ∨
などの新都市建
設が進められた。　
文化大革命期に兵団制度は撤廃されて「農
地開墾総局」の管理下に置かれた。八十一年に国防序列から分離し農業部の直接管理のもとで兵団を回復させ、名称も「新疆生産設兵団」に改めた。現在、兵団は党・政府・軍・企業が一体化した社会経済組織となり、十四の師団の総人口は約二五七万人、職員約八〇万人、耕地約 二四万ヘクタール、兵団属企業約三
、〇〇〇社を擁している。
　
兵団の経済は国有経済を主体としつつ多
様な所有制経済が併存する体制である。 「新天国際」 「伊力特」 「新中基 「新疆天業」などの株式上場企業も出現してい 。今後、日
3本企業が新疆で事業展開する場合、兵団が建設した都市、兵団所属企業や農牧林場の存在を理解しておくことが重要である。新疆の産業資源　
新疆の主要資源は「地下資源」 「気候資源」
「農産資源」 「観光資源」である。地下資源については、五〇年代に開発された克拉瑪依∧カラマイ∨
油田はじめ准噶尓盆地、塔里木
盆地、吐魯番・哈密盆地などの石油資源の埋蔵量は全国の約二十九％、同様に天然ガスは約三十三％、地下二
、〇〇〇メートル以内
の石炭の推定埋蔵量は約 ・二兆トンは全国の約四十一％を占めるとされる。そのほか、ベリリウム、ナトリウム硝石、白雲母、陶土、蛭石の埋蔵量は全国一位である。　
気候資源については、風力資源は電力換算
の理論風力量は推計三兆キロワット時れ、烏魯木斉～吐魯番
∧トルファン∨
間のほか
に数百基規模の複数の風力発電ステーションが稼働している。また、新疆の年間日照時間は二
、六〇〇～三
、五〇〇時間に達し、平
均気温が摂氏一〇度を超える日 年間累積気温は二
、八〇〇～五
、四〇〇度で同緯度地
域に較べ るかに高い。特に南疆および哈密地区の太陽光や太陽輻射エネルギーが豊富である。　
新疆と聞けば広大な砂の砂漠をイメージ
するが、天山山脈や崑崙山脈の雪解け水 利用した豊かなオアシス農業が営まれて る。既耕地は約三三三万ヘクタール、開墾可能な未開発の土地は約四九〇万ヘクタール、利用
可能な草原は約四
、八〇〇万ヘクタールある
とされる。　
新疆産ブランドとして評価が高い農産資
源は、新彊綿「長絨綿
∧チャンロンメン∨
」 、
年産七〇万トン以上を産出する「哈密瓜
∧
ハミクワ∨
」 、 「吐魯番葡萄」など数十種一
、
〇〇〇以上の品種がある果実類、全国生産量の約八〇％を占めるベニバナやヒマワリ、アブラナ、綿実など年産六〇万トン以上を産出する搾油用作物が知られ 。　
新疆の観光資源は豊富である。シルクロード
沿いの歴史遺産、天山、崑崙の山岳景観、タクラマカン砂漠、四十六の少数民族の生活文化は多くの観光客を引き寄せ 二〇一 年の観光客入込数は三、 〇〇 万人を超えている。日本企業の関与　
中国においても「遠く離れた新たな土地」
である新疆は、今後さらに経済・社会の発展可能性を持つ地域である。西蔵、雲南省 黒龍江省とともに中国のフロンティアといってもよい。フロンティアの交通基盤の整備が進み、未開発の地域資源の大規模開発がはじまっている。　
第十二次五ヵ年規画において、中央所属企
業三十一社が約九
、九一六億元（約十二兆円）
の新疆での投資計画を発表してい 。 「神華集団」は炭鉱開発、風力および火力発電所建設、 「中糧集団」は世界最大規模のトマト加工工場とベニバナ産業開発を行うといる。また 内蒙古自治区に本社 置く民営企業「慶華集団」は既に約五〇億元 投資
伊寧県に大規模な石炭化学プラントを建設中である。　
こうした資本集約的な大型投資による資
源・エネルギー開発に日本企業がどのように関わっていけるのか。鉱物・石油等の地下資源に関して厳しい国家管理のもとにある中国で民間資本が資源開発プロジェクトを組み立てる は、日本国の対外政策 おける対中政策の位置づけがな と難しい　
一方、中国企業の行う地下資源開発に必要
となる設備・機器類や「気候資源」 「農産資源」「観光資源」の高次利用、高次加工、高次サービスに必要とする設備・機器類の需要は多い。新疆の産業資源は豊富だが素材や一次加工に留まっている段階にあるからだ。また、域内の労働力や人材は十分で なく労働集約型事業は成立しにくい環境にあることから、効率的な処理能力、故障し くい品質、環境負荷への配慮、快適なサービスの提供などを備えた省力設備集約型事業が成立可能性がある。　
日本企業が新疆などの内陸「辺境」地域で
事業展開する場合、これまで中国沿海地域で経験を蓄積してきた豊富な労働力、港湾機能を活用した輸出入、高密度の都市消費人口などを基本条件とした「沿海進出モデル」の単純な移管では対応で ない。内陸 「辺境」地域では、国家間の良好な安定的関係 資本や設備の長期固定、 「辺境」地域振興果・貢献を基本条件とした「大陸浸透モデル」を新たに構築していく必要がある。
（にしざわまさき・アジア研究所教授）
